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■司　　会　SAA　関口　大樹

■開会点鐘　会長　北澤　正浩

■出席報告

　

■本日の欠席者　

草柳、佐藤（真）、関澤、宋

■ビジター

梅津　貴陽様（第 2780 地区かながわ DEI ロータリークラブ）

梅津　周子様（梅津様奥様）

■会長報告　　　　　　　　　　　北澤　正浩

　皆さま、こんばんは。

　本日は、冷たい雨が降り注ぎ、肌寒さが一層

身に沁みる中、例会にご出席いただき、ありが

とうございます。何卒、お身体の調子を崩され

ませぬよう、くれぐれもご自愛いただきますよ

うお願いします。

　11 月 15 日、16 日の両日にわたり、地区大

会が盛大に開催されました。この場を借りて、

ご参加いただいた皆さまに心より感謝を申し上

げます。

　皆様は既にご存じだとは思いますが、15 日

に開催されました本会議において、我々のクラ

ブが「会員増強率優秀クラブ 第一位」として

表彰されるという栄誉をいただきました。近年、

会員増強の困難さはロータリー全体の課題とさ

れる中で、このような結果を達成できたことは、

誠に喜ばしいことであり、我々のクラブの団結

と努力の象徴であると考えております。特に、

昨期の増強委員長であられた五十嵐さんのご尽

力には、深く敬意を表したいと思います。この

成果は、全ての会員皆さまの熱意と取り組みの

賜物です。

　さらに、ロータリー財団管理委員会より、新

川さんが「ポリオのない世界を目指す奉仕賞」

を受賞されたことも併せてご報告いたします。

新川さんのポリオ根絶へのご尽力は、当クラブ

の枠を超え、地域全体の模範となるものであり

ます。その情熱と取り組みが、このような形で

評価されたことは、私たち全員にとっても大き
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な誇りです。新川さんの受賞は、地域社会とロー

タリー全体への貢献の証であり、皆さまと共に

その栄誉を称えたいと思います。

　15 日に行われた基調講演では、津田塾大学

学長でいらっしゃる高橋裕子先生にご登壇いた

だき、「新五千円券肖像の津田梅子」というテー

マでご講演を賜りました。津田梅子氏が日本初

の女子留学生として歩み出し、その後、女子英

学塾（現在の津田塾大学）を創設されるまでの

壮大な物語を、先生の熱意あふれる語り口で興

味深く拝聴いたしました。

　また、16 日には、多才なアーティストであ

るジュディ・オングさんをお迎えし、歌手とし

てのご活動の舞台裏や木版画家としての創作活

動について、ご自身の貴重な経験を交えながら

お話しいただきました。さらに、名曲「魅せら

れて」を披露してくださり、会場は大変に盛り

上がりました。さらに、五十嵐会員による素晴

らしい絵画展示も鑑賞でき、内容充実の二日間

であったと感じております。

　しかしながら、ひとつ大きな課題を感じたこ

とを率直にお伝えしたいと思います。会員増

強率優秀クラブとして表彰された当クラブです

が、残念なことに地区大会への参加率が非常に

低く、この地区大会において団結の力を示せな

かったことを、会長として深く反省しておりま

す。この点につきまして、私自身の働きかけが

不足していたことを痛感しております。心より

お詫び申し上げます。

　地区大会は、年に一度の重要なイベントです。

来年こそは、全メンバーの皆さまと共に一丸と

なり、大会に臨みたいと考えております。どう

か皆さまのご協力を賜りますよう、切にお願い

申し上げます。

■幹事報告　　　　　　　　　　市川　慎二

▷例会臨時変更のお知らせ

〇横浜保土ヶ谷 RC

・12 月９日㈪　休会

・12 月 23 日㈪→クリスマス親睦会

　点鍾 17 時 30 分ロイヤルホールヨコハマ

・12 月 30 日㈪　休会

・１ 月 ６ 日㈪　休会

・１月 13 日㈪　休会

■情報集会報告　A グループ

　　出席者　新川・福村・中谷・岡田会員

　　欠席者　宋・草柳会員

開 催 日 　9 月 20 日㈮ 19 時から 21 時

開催場所　二俣川「菜々や」

　情報集テーマ中心に意見交換させていただき

ましたので、下記の通り報告いたします。

（欠席の会員さまにはメールにてご意見を伺う

形を取りました。）

①皆がより楽しめる例会のアイデア

　夜間例会の曜日を水曜以外にして欲しい金曜

など

②地域参加型奉仕活動について

　情報の窓口化が必要事務局の設置

　継続的な復興の支援

　地域 NPO 法人への支援（募金）

③会費について

　会費の種類選択有りにしては（寄付金込みか

否か選択できる）

　会費を下げる食事はオプション扱い

　以上、発言いただいた内容を集約しただけの

報告になりますが、情報集会自体は大変良い雰

囲気で意見交換させていただきました。

■ロータリーの友紹介　　　　　　新川　　尚

〇横組み

RI 会長メッセージ

強固な基盤

ロータリー財団のプログラム、特にロータリー

平和フェローシップが重要性を増している。

p. 7　ロータリー財団始まりと今

ロータリー財団の成り立ち、概要、寄付金の使

われ方の解説。

p. 20　私のロータリーマジック

p. 25　川崎北 RC 加瀬健史「悼む人たちへ」

〇縦組み
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p. 4　SPEECH

津田塾大学学長高橋裕子

「今だから津田梅子そして、サファイアの指輪

と私」

p. 20 卓話の泉

紙幣の偽造対策

歯医者さんによる紙幣の記事

p. 21 ロータリーあるある相談室

ロータリーの意義について

■親睦委員会　　　　　　　　　　田川　富男

■ニコニコ BOX

梅津　貴陽／本日は厚かましくもお邪魔致しま

す。絵の御縁で貴クラブに辿り着きました。ど

うか宜しくお願い申し上げます。かながわ DEI

ロータリークラブより

北澤　正浩／梅津貴陽様、周子様、本日はお越

し頂きありがとうございます。

市川　慎二／梅津貴陽様、周子様、本日はお越

し頂きありがとうございます。

新川　　尚／ポリオの賞、受賞は皆様のお陰と

感謝申し上げます。

安藤　公一／①五十嵐さん本日の卓話宜しくお

願いします。②梅津様ようこそ。③先週の地区

大会ご参加の皆様お疲れ様でした。

福村　　正／梅津貴陽様をお迎えして。

五十嵐　正／梅津様本日はメークアップありが

とうございます。

関口　大樹／五十嵐さん、本日の卓話よろしく

お願いします。

岡田　　隆／①梅津ご夫妻ようこそ。お土産あ

りがとうございます。②五十嵐さん本日の卓話

よろしくお願いします。

中島　　徹／①梅津様お越しくださりありがと

うございます。②皆様改めましてよろしくお願

いいします。

■フォルテ祭り決算報告　　　　　岡田　　隆
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■区民まつり決算報告　　　　　　岡田　　隆

■三か年プロジェクトについて

五十嵐　正

　11 月 １ 日 地
区で初めて「ク
ラブ行動計画推
進リーダー説明
会」が行われ始
め て 3 年 間 の
目標についての
説明がありました。本日はその内容につ
いてご説明申し上げ、横浜旭の行動計画
についてお話させていただきます。
　「3 年間の目標（3-Year Rolling Goals）」
の概要について、HP のレジメに沿ってお
話しします。この内容は、地区の HP に掲
載されている内容です。ご存知の方もい
らっしゃるとは思いますが、別紙のフロー

チャートを見ながら耳を傾けて頂ければ
と思います。
　このプログラムは、国際ロータリーが
2024-25 年度を初年度とするトライアル
期間として導入するものです。目指すの
は、クラブ活動の発展と活性化です。
→クラブの発展とは、会員増強。また活
性化とは会員の満足度アップと私は捉え
ました。
　私は捉えたと申しますのは、会員の皆
様から別の解釈もあればご教示ください
ということです。遠慮は要りません。
１、プログラムの目的。
　国際ロータリーは、この新しい枠組み
を通じて以下の 3 つの目標を掲げていま
す。
①継続性
　年度ごとの目標にとどまらず、3 年間の
中長期的な視点で活動計画を立てること。
→これまでの単年度主義から転換という
ことです。RI でも会長は毎年変わるが、
戦略委員は３年変わらないようです。ま
た、クラブに戦略委員会は必須とのこと
で、戦略委員会の中に 3 年間計画委員を
配置するようです。
②シンプルさと整合性
　明確でシンプルな目標設定により、ク
ラブ活動を効率化し、ロータリーの優先
事項と整合性を持たせること。　優先事
項については後半説明します。
→これは目標の分かりやすさを意識して
いと思います。これから地域の様々な団
体や人々を活動を共有していくには、目
標の分かりやすさは必修ということです。
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じて計画を修正する「ローリングターゲッ
ト方式」を採用。進捗は四半期ごとに確
認し、成果をメンバー全員で共有すると
あります。
→「ローリングターゲット方式」これは
年度毎に進捗状況を管理し、併せて計画
の見直しをしていくというような事です。
３、行動計画の指針
　私たちはロータリーの行動計画を基に、
クラブの戦略や活動を見直し、現代に適
した形に進化させる必要があります。こ
の計画には 4 つの優先事項があります。
１）インパクトの創出 : 社会に対する奉仕
活動の成果をデータで測定し、さらなる
効果を追求。
２）参加者基盤の拡大 : 新しい方法で人々
をつなぎ、クラブに多様性をもたらす。
３）期待を超える体験の提供 : 会員が積極
的に活動に関わることで、満足度を向上。
４）適応力の向上 : 変化を先取りし、持続
可能なクラブを構築する。
　フローチャートの方にはもう少し細か
く推奨事項を紹介しております。特に②
の新たなるクラブの設立の処で、衛星ク
ラブのことについて言及されました。
４、成功の鍵として会員の参加がありま
す。
　このプログラムを成功させるには、会
員一人ひとりの理解と積極的な参加が必
要です。目標を共有し、全員が自分の役
割を果たすことで、クラブ全体の成長が
可能になということです。
　また、私たちは「行動人」として地域
社会とロータリーを進化させる使命を

③地域適応力
　各クラブが地域に即した目標を設定し、
その存在意義を高めること。
→地域を交えた活動を通じて、クラブの
地域貢献度を高めることを目指している。
これは明らかに新会員の発掘や新たなク
ラブ設立を意識していると思います。
２、具体的な進め方ですが
　このプログラムの成功には、クラブや
地区が新しい考え方を受け入れ、行動す
ることが必要です。具体的には以下の手
順を踏みます。
① 目標設定とクラブセントラルの活用
　3 年間の目標設定 : クラブ戦略計画委員
会や理事会を中心に、次期会長候補や委
員長も巻き込み議論を行います。
　そして目標の入力と管理 : クラブセント
ラルで 3 年間の目標を登録・管理。必要
に応じて毎年見直しを行いましょう。
→クラブセントラル（只今構築中）とい
うのは具体的にまだよく分かりませんが、
おそらく HP 上に数値が可視化されるので
はかと考えております。
② 継続性を高めるための文化の醸成
　委員長の任期を複数年にするなど、新
しい文化を導入。
　クラブ内で目標や戦略を共有し、全員
で協力して達成を目指します。
→当面は会長・副会長・会長 EL が軸になっ
て 3 ヵ年計画を継承するようですが、会
長任期が将来３年になるということでは
ないようです。今は正直分かりません。
③ 進捗のモニタリングと柔軟な対応
　毎年の目標達成度を検証し、必要に応
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います。という事でレジメの説明は締め
くくられております。
　次に旭が現状掲げている３年間の目標
と計画についてご説明します。
　食をテーマにした地域防災組織作りと
掲げましたが、説明の前にこれまでクラ
ブが行ってきた災害支援の活動の経緯を

持っています。新しい行動計画と 3 年間
の目標設定を通じて、次の世代に誇れる
クラブを作り上げましょう。このプログ
ラムは野心的なものですが、協力し計画
すれば達成可能です。
　皆さんとともに、ロータリーの新たな
時代を築いていけることを楽しみにして

３年間の目標　3-Year  Rolling Goals

　クラブの発展　　クラブの発展　　クラブの活性化　　クラブの活性化　

 Step1＝会員アンケート  Step1＝会員アンケート 

 例会での楽しみ  例会での楽しみ  貴重な人間関係  貴重な人間関係  自己成長  自己成長  有意義な奉仕活動  有意義な奉仕活動 
 会員満足度を高める最も重要な要素は、クラブでの体験  会員満足度を高める最も重要な要素は、クラブでの体験 

　楽しい例会の運営　　楽しい例会の運営　 　地域参加型奉仕活動　　地域参加型奉仕活動　
　２
本
の
柱

　

　
　
　

　２
本
の
柱

　

　
　
　

　Step２＝３ヵ年行動計画立案　　Step２＝３ヵ年行動計画立案　

 継続性（３年間）  継続性（３年間）  シンプルさと整合性  シンプルさと整合性  地域適応力・地域での存在価値向上  地域適応力・地域での存在価値向上 

　会員の参加を促す　　会員の参加を促す　 ・新たなクラブ運営スタイル摸索 
 ・目標達成責任者の選出
 ・新たなクラブ運営スタイル摸索 
 ・目標達成責任者の選出

　ロータリーの 4 つの優先事項
　①より大きなインパクトをもたらす
　・ポリオ根絶
　・地域ニーズ調査
　・奉仕活動の焦点を定める
　・グローバル・地区補助金の活用
　・プロジェクトの評価測定
　②参加者の基盤を広げる
　・会員増強・地域のグループと協力
　・新たなクラブ設立
　・説得力あるストーリー
　・公共イメージの向上
　③参加者の積極的なかかわりを促す
　・現会員に価値の提供
　・関わる全ての人を参加者とみなす
　・ラーニングセンターの活用
　④適応力を高める
　・地域に奉仕プロジェクトのアイデアを募る
　・アイデアを試す資金の確保
　・クラブ内のタスクを見直す
　・引継ぎ計画立案

　ロータリーの 4 つの優先事項
　①より大きなインパクトをもたらす
　・ポリオ根絶
　・地域ニーズ調査
　・奉仕活動の焦点を定める
　・グローバル・地区補助金の活用
　・プロジェクトの評価測定
　②参加者の基盤を広げる
　・会員増強・地域のグループと協力
　・新たなクラブ設立
　・説得力あるストーリー
　・公共イメージの向上
　③参加者の積極的なかかわりを促す
　・現会員に価値の提供
　・関わる全ての人を参加者とみなす
　・ラーニングセンターの活用
　④適応力を高める
　・地域に奉仕プロジェクトのアイデアを募る
　・アイデアを試す資金の確保
　・クラブ内のタスクを見直す
　・引継ぎ計画立案

 会員ニーズに沿った
 例会スタイルの模索 
 会員ニーズに沿った
 例会スタイルの模索 

 成功の鍵  成功の鍵 

１

２

３

　災害時の食をテーマにした旭区の地域ボランティアの組織設立提案　　災害時の食をテーマにした旭区の地域ボランティアの組織設立提案　

　地元自治体の代表者　　地元自治体の代表者　

　災害時に特化したNPO　　災害時に特化したNPO　
　栄養士・大学　　栄養士・大学　

　地元商店会　　地元商店会　

　イタリア防災の公開講座開催　　イタリア防災の公開講座開催　

　災害時に、1万人に２週間温かい食事提供する　　災害時に、1万人に２週間温かい食事提供する　

　行政への提案　　行政への提案　

　新たな組織の誕生　　新たな組織の誕生　

　訓練・検証　　訓練・検証　

　提案書の作成　　提案書の作成　

　1 年目　　1 年目　

　２年目　　２年目　

　３年目　　３年目　

　機材提供企業の登録　　機材提供企業の登録　

　現状旭区の災害時の
　食事提供の備えは？　
　現状旭区の災害時の
　食事提供の備えは？　

　横浜旭 RC内検証・議論　　横浜旭 RC内検証・議論　

　横浜旭 RCプロジェクトチーム発足　　横浜旭 RCプロジェクトチーム発足　

　人口と統計・災害リスクの検証　　人口と統計・災害リスクの検証　

　食材提供企業及び
　地元食材提供農家の登録　
　食材提供企業及び
　地元食材提供農家の登録　

　料理人ボランティアの登録　　料理人ボランティアの登録　

　災害時模擬訓練実施　　災害時模擬訓練実施　
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　定期的な更新検証　　定期的な更新検証　

※12 月 14 日開催決定

　横浜旭 RCは組織の委員に　　横浜旭 RCは組織の委員に　

各クラブで単年度ごとの目標から複数年
の目標設定に切り替え、継続性という指
標によってクラブの発展と活性化のため
におこなうものです。
2024-25 年度はトライアル期間の初年度
です。

 ・会長、会長 EL、副会長と目標達成  
　責任者が進捗状況を定期的にチエッ
　クし、修正等検討を加える。

 ・会長、会長 EL、副会長と目標達成  
　責任者が進捗状況を定期的にチエッ
　クし、修正等検討を加える。

 クラブセントラルでの 
 目標と管理　
 クラブセントラルでの 
 目標と管理　

会員の満足度 会員増強

▶旭ふれあい区民祭り
被災地商品販売

▶被災地の子ども達に
クリスマスプレゼント

▶高校生被災地視察
　千年希望の丘植樹祭参加

▶2016.７.13　
熊本視察

ロータリーの中核を成すのは、奉仕と友情を大切にする会員です。
ロータリーの会員は、クラブで仲間との友情を育みながら、

アイデアを出しあい、地域の人びととともに草の根の活動をしています。

クラブの災害支援活動事例

▶2011.8.22 ／現地視察

▶チャリティーコンサート実施

▶2016.10.17　
熊本へ自転車
100 台寄贈

▶防災心得帳
てんでんこ制作

▶2015. ６.13　
災害時相互支援協定締結

横浜旭ＲＣ
災害支援基金

設立

▶2019. ７.１　
横浜旭ロータリークラブ
災害支援基金設立

支援から学びそして備えへ！

クラブでは他にも、県立がんセンター協力事業がんセミナー開催・在日外国人日本語学習ひまわり支援・在日奨学生支援・職場体験学習支援・国際交流など多岐にわたって活動しています。
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説明します。まだ入会の浅い会員はご存
知ないようにおもいますので。
→これまでの災害対策委員会の取り組み
紹介（紙面では省略）
　このような経緯から、三か年計画の柱
は、防災を軸に計画を立てることが一つ
の筋道ではないかと考えた次第です。
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難所学会の水谷先生をお招きし、
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アの防災事情の卓話を頂戴し、そ
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　③参加者の積極的なかかわりを促す
　・現会員に価値の提供
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　④適応力を高める
　・地域に奉仕プロジェクトのアイデアを募る
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100 台寄贈

▶防災心得帳
てんでんこ制作

▶2015. ６.13　
災害時相互支援協定締結

横浜旭ＲＣ
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として形成されました。）、地域内の人口
統計と潜在的な災害リスクを、防災の専
門家や大学や災害専門 NPO を交えて調査
し、情報収集・分析し、どの程度の食料
が必要か、また、災害時に想定される特
定のニーズ（アレルギー対応、高齢者や
子供向けの食事など）を網羅した、調査
報告書を作成します。これは恐らく一年
以上２年目の五十嵐年度に引き継がれる
と考えます。
２、合わせて初年度で、イタリアの防災
事情と称した市民講演会を計画。また水
谷先生にお願いし、一時間の講演と市民
との質疑応答などを行います。また、ロ
ビーにはクラブのこれまでの防災の活動
報告とこれからの取組についての紹介な
ど、展示したいと考えます。
▶２年目（五十嵐年度）
３、新たなる組織の運営体制を確立
　これは五十嵐年度後半になるかと思い
ますが、調査報告書を元に、行政に、ロー
タリークラブ、地域商店会、地元自治体
の代表者からなる新たな組織の組成をお
願いし、各役割分担を明確にし、その組
織の運営体制を確立を目指します。ロー
タリークラブとしての活動はここまでで、
その後はその組織のサポートに当たる。
▶３年目（岡田年度）
４、ボランティアと資源の確保
　地域の料理人をはじめとするボラン
ティアの募集と登録を行い、また、地元
の農家や食品メーカーと連携し食材の備
蓄方法、保存技術、供給源の確保を目指
します。

４、ロジスティクスとインフラの整備
　災害発生時の食材配布や調理場所、キッ
チンカーの配置計画を立てます。電力や
ガス、水といった基本的なインフラが途
絶えた場合の対策を計画します。
５、実践トレーニングとシミュレーション
　区民まつり等のイベントを活用し、実
際にボランティア料理人が食事を提供す
る練習を行い、問題点の洗い出しと改善
策を実施します。
６、情報共有と啓発活動
　地域住民への防災訓練やワークショッ
プを定期的に開催し、プロジェクトの存
在とその重要性を周知します。
　SNS や地域のメディアを活用し、活動
の進捗や成功事例を共有します。
７、定期的な評価と更新
　プロジェクトの進捗状況を定期的に評
価し、必要に応じて計画を見直し、また
最新の防災知識や技術を取り入れ、シス
テムを更新していきます。
　以上が現状の計画ですが、これから状
況に合わせて見直しや改善が求められて
いくことになると思います。
　特に 11 月 1 日の説明会の際、旭の計画
を聞かれた桑澤 PG から、防災を軸にした
地域参加型の仕組みはすばらしいと云わ
れましたが、クラブセントラルの数値管
理についての扱いに言及するよう指示が
ありました。
　先ずはクラブ内に戦略委員会に設置を
ともに、会員に皆様がもれなくに活動に
参加したくなるような仕組み造りが望ま
れる事と考えております。　


